
モノに心がある、と言わされて

森山 徹

信州大学繊維学部



存在するとは

2

⚫モノゴトの存在は、モノゴトがなくならないことで

成立する。

⚫私たちは、モノゴトがなくならないことを御するこ

とはできず、それをモノゴトに委ねるしかない。



猫がいる

3

いる



記述「いる」
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了記述中

t=1

記述「いる」



記述と現実の齟齬
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了

記述中
猫は自由

t=1

「いる」＝いない

散歩



記述と現実の一致
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了

記述中
猫は自由

t=1｛散歩｝

「いる」＝いる｛＋散歩｝



記述と現実の一致の奇跡
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了

記述中
観察者は猫に「いる」を
非明示的に促している

t=1

「いる」＝いる｛＋散歩｝

｛散歩｝



記述と現実の一致の強制
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「い
記述開始

る」
記述完了

「いる」＝【いる】

記述中
観察者は猫に「いる」

を強要する

t=0 t=1



存在の奇跡と強制
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いる いる

奇跡に委ねるか、強制するか
それは観察者の好み

OR



存在の奇跡：観察者の立場
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了

記述中
観察者は猫に「いる」を
非明示的に促している

t=1

「いる」＝いる｛＋散歩｝

｛散歩｝



存在の奇跡：猫の立場
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「い
記述開始

t=0

る」
記述完了

記述中
猫は「散歩」を自律的に

抑制している

t=1

「いる」＝いる｛＋散歩｝

｛散歩｝



存在の奇跡：観察者と猫の対話
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猫は「散歩」を自律的に
抑制している

「いる」＝いる｛＋散歩｝

｛散歩｝

観察者は猫に「いる」を
非明示的に促している

記述中

対話



存在の奇跡：その仕組み①
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猫は、散歩、睡眠、攻撃、・・・、
を自律的に抑制している

「いる」＝いる｛＋散歩＋睡眠＋攻撃＋・・・｝

｛散歩＋睡眠＋攻撃＋・・・｝

記述中
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心の行動抑制ネットワーク仮説



心はわからなさのもと
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⚫ 自分の心の知覚：私秘的（Private）、無形的 (Intangible)

⚫ 他者の心の知覚：行為主体性 (Agency) と主観的経験 (Experience)

Gray et al. Dimensions of mind perception. Science, 2007

➢ 追加：わからなさ (Unpredictability)

Moriyama et al. Mind as a behavioral inhibition network. Front. Psychol., 2020

➢ わからなさを生む行動抑制ネットワークは私秘性、無形性、行為

主体性、主観的経験を表現する可能性をもつ

森山徹. 心、創発、行動抑制ネットワーク. 科学基礎論学会講演会, 2025



モノの心の研究会の目的

16

• 科学であつかいにくい「わからなさ」「予測不能性」

「創発性」を科学であつかうとりくみ

• 創発性に出会うときBINを想定することがモノに心を

認めること
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本能の研究. ティンバーゲン著, 
永野為武訳, 1975の図を改変

動物行動学

⚫ 動物行動の機構、発達、機能、進化の解明

⚫ ローレンツ、ティンバーゲン、フリッシュが

1973年にノーベル生理医学賞受賞

⚫ 個体行動および社会的行動の様式の組織

化と誘発に関する発見

18

行動抑制ネットワークとは



望遠狂の鳥見日記.
https://b3216076.blog.fc2.com/blog-entry-567.html?sp 19



本能の研究. ティンバーゲン著, 
永野為武訳, 1975の図を改変

刺激と行動の
因果関係

生得的解発機構
Innate Release 

Mechanism

行動解発の
準備

解発

20

相互抑制



感覚系刺激 行動統合系 運動系

行動生成機構
BGM: Behavioral Generation Module

多くのBGMが、神経、
血液、組織などを介し
相互に連絡する

噛みつきBGM

追跡BGM威嚇BGM

21

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020

Delcomyn. Foundations of Neurobiology, 1998 



BGMBGMは
ネットワークを形成する 連絡路（神経、血液、組織など）

22

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020



複数のBGMが同時に行動
を準備することは自然
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噛みつき準備BGM

追跡準備BGM

威嚇準備BGM

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020



噛みつき活動BGM： activated BGM

24

潜在BGM群

ある準備BGMが刺激を受けて行
動を生成し活動BGMとなるとき、
他の準備BGMは刺激を受けても
行動の生成を相互、自律的に抑制
し潜在BGMとなる。

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020



act-BGM*

行動抑制ネットワーク
Behavioral Inhibition 
Network (BIN)

行動生成の概念モデル：
act-BGMとBINが自律的に

分化するBGMのネットワーク
*複数のact-BGMがネットワークを形成

する場合も考えられる

25

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020



BINは、行動のゆらぎの内的要因となる

act-BGM BIN

BINの構造変化に伴うact-BGMの機能的変化

行動の安定

行動のゆらぎ

自律的分化と
相互作用

26

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020



BINは、変異行動を生成／創発*する
*適応を度外視

act-BGM BIN

act-BGMがBINの抑制活動を検知して自身の
行動生成を抑制し，BINの要素へ変化。
BINの別の要素がact-BGMへ変化。

行動の安定

変異行動の生成

自律的分化と
相互作用

27

Moriyama, Sonoda, Saito, Migita. Mind as a behavioral inhibition network, Frontiers in Psychology, 2020

（未知の状況）



act-BGM BIN

行動の安定

行動のゆらぎ

自律的分化と
相互作用
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質
Qualia

変異行動の生成

意外性
（わからなさ）

Agency

構造化
Experience
潜在性
Privacy

不定性
Intangibility

（未知の状況）
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行動のゆらぎ

BINは、act-BGMの刺激-行動の因果関係
を動的に維持する活動を通し、刺激や行動
の処理を修飾する＝質（深み、彩り、味）
を与える

©nenemoriyama

絵の価値は作者以外が決める

Qualia

赤のクオリアはBINの活動
➢ 赤の赤らしさ、ではなく、食べたり寝たり

踊ったりしないことが赤のクオリア



心の訓

  こころ：

人間の理知的、情意的な精神機能をつかさどる器官、また、その働き

  うら：

（「裏」「浦」と同語源）心。心のうち          精選版 日本国語大辞典, 2006

「BIN」は「うら」としての心の側面

30

森山, 齋藤, 園田, 右田, 飯盛. 心の語源研究と行動抑制ネットワーク仮説. 生態心理学研究, 2021



31

刺激 反応

モノ

BGM
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神経細胞細胞タンパク質分子原子 神経集団

BIN

精神性

BGMの数

心の連続性説、汎心論
における精神性の軸

BIN理論：あらゆるモノに心（BIN）はある

生きものモノBIN理論における
わからなさの軸

わからなさ



BINは、変異行動を生成＝創発する

act-BGM
「ある」

BIN
「ない」と「別粒子」

行動の安定

変異行動の生成

自律的分化と
相互作用

33

（素粒子は突如寿命を変えたり，別粒子に変化したりする）

素粒子の場合



素粒子は、
・BIN「ない」「別粒子」をもつか
・行動「ある」のゆらぎを生成するか
・変異行動「寿命の変化」「別粒子の出現」を

生成＝創発するか

素粒子は「わからなさとしての心」をもつ

34



予備資料



オカダンゴムシ（等脚目・甲殻類）
Armadillidium vulgare (Isopoda, Crustacea)

ダンゴムシ：Pill Bug

36

ダンゴムシの創発性



TAの制御機構：BALM
(Bilaterally Asymmetrical Leg Movements)

…Hughes, 1985

…Hughes, 1989  

左右交互の転向：交替性転向反応（Turn Alternation：TA）

37



TAの適応的意義：進行方向の補正・障害物の迂回

38
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多重Ｔ字迷路

Moriyama T. Int. J. Comp. Psychol., 1999
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反復性転向反応 方向転換
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（１）TA率高・ゆらぎ小：まじめ
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（３）TA率中・ゆらぎ複雑：気まぐれ
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（２）TA率低・ゆらぎ小：誤動作

（セッション）
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行き止まり

想定外の事態：適応的意義もゆらぎも否定



登攀
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0.8
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0 5 10 15 20

（３）TA率中・ゆらぎ複雑：気まぐれ

（セッション）

乾燥時には
禁じられて

いる

創発
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壁登り 歩きの継続

変則発生群 5 0

紋切及び誤動作群 1 6

対照群 2 16

気まぐれ

まじめ、誤動作

対照

登攀 歩きの継続



アリーナ

水
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想定外の事態
TAに水際歩行を強いられる



水

アリーナ
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事態の打開
泳いで（変異行動）対岸へ渡ることで水際歩行を回避
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TAのゆらぎの複雑さを、水接触の時間間隔 t(sec)で評価
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t
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(2)

(1)ではtの分布がべき分布：tに特徴的な長さはなく多様・複雑
＝ゆらぎの要因は内的

(2)ではtの分布が指数分布：tに平均値のような特徴的長さがある
＝ゆらぎの要因は外的（外乱や動物の異常）

泳ぎを発現した個体のtは、(1)の分布を示した・・・

「ゆらぎの複雑さ」と「変異行動の生成」の相関



水

通路

障害物

49

泳ぎは、実は、水への頻繁な接触により
必然的に発現する本能行動ではないか？
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障害物への反応（新たな変異行動）の生成
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想定外の事態
牽引力の等しいペアと、異なるペアを用意
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打開する変異行動はこれだろう！
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引っ張り合いのゆらぎの複雑さを、個体間距離 D(mm)で評価
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２種の変異行動

牽引力が等しいペア

引っ張り合いの継続

牽引力が異なるペア

Dの時間変化
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Dの出現頻度を大きい順に並べたプロット
・左は牽引力が等しいペア：べき分布で、近似関数の傾きが-1のジップ則
・右は牽引力が異なるペア：べき分布で、近似関数の傾きは-2

共にゆらぎの主な要因は内的と考えられるが、左の方が複雑度は高い

ゆらぎの複雑さと変異行動の生成の相関
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水

アリーナ

水



Method:



Results:



Apankura machu (Vaccari et al., Nature, 2004)

Discussion:

Fossil Arthrododa, marin strata in Argentina, dating from the latest Cambrian period

The first animal that 
landed from the sea.



（Newton 別冊 生命の誕生と進化の38億年, 2012）
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